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概要：本校は，新学習指導要領の総則に記された情報活用能力，問題発見・解決能力等の「学習の

基盤」の育成を図るために，昨年度より東京大学 Coref が開発した協調学習の「知識構成型ジグ

ソー法」に取り組み，本年度からは浜田市教育委員会の研究指定を受けた。また，本校の取組の

特色として「知識構成型ジグソー法」に ICT 活用と学校図書館活用も組み合わせて実践を重ねて

きた。学習課題に対して，情報を収集し，整理・分析して，まとめ・表現するまでの一連の「シン

キング・サイクル」を回していくことで，より生徒の情報活用能力等の育成を図ろうと取り組ん

でいる。本稿では，昨年度より実施しているこの取組を振り返り，その成果と課題を検証する。  

 

キーワード：情報活用能力，協調学習・知識構成型ジグソー法，ICT活用，学校図書館活用 

 

１ はじめに 

 新学習指導要領総則には，「言語能力，情報活

用能力（情報モラルを含む。），問題発見・解決

能力等の学習の基盤となる資質・能力を育成し

ていくことができるよう，各教科等の特質を生

かし，教科等横断的な視点から教育課程の編成

を図るものとする。」と記されている。現在の生

徒は，急激に社会が変化し予測が難しいこれか

らの時代に，よりよい社会を創る中心的な担い

手となる。各教科で学んだ見方・考え方を生か

しながら，学習の基盤となる資質・能力を育成

し，課題に向かって仲間と協働しながら粘り強

く解決していく総合的な力をつけていくことが

子どもたちにとって重要である。 

 本校では，今年度より「自分の考えをもち，

他者と交流しながら，新しいアイデアを生み出

すクリエイティブな生徒」の育成を学校教育中

期目標として掲げ，「主体的・対話的で深い学び

に向けた授業改善」「つけたい力を明確にしたカ

リキュラム・マネジメント」「生徒の自己指導能

力の育成」を３つの柱に据えて生徒の育成に取

り組んでいる。協調学習の「知識構成型ジグソ

ー法」は，まさに本校の学校教育中期目標の実

現に向けて最適な学習形態であると考える。ま

た，本校の協調学習の取組に ICT活用と学校図

書館活用を組み合わせて実施している。課題を

設定し，情報を収集し，整理・分析して，まと

め・表現するまでの一連の「シンキング・サイ

クル」をより効果的に行い，生徒の情報活用能

力をより育成できると考えているためである。

本稿では，この取組を振り返り，その成果と課

題を検証する。 

２ 研究の方法 

（１）協調学習の「知識構成型ジグソー法」に

取り組むことで，関わり合いを通して一人一人

が学びを深める。 

東京大学 Coref によれば，知識構成型のジグ

ソー法は，「自分の言葉で説明したり，他人の説

明に耳を傾けたり，わかろうとして自分の考え

を変えたりといった，一連の活動を繰り返すこ

とで，考え方や学び方そのものが学べることが

わかってきて」おり，「型が明確・簡単で，多様

な展開が可能なので，協調学習を目指した実践

に適している」としている。具体的には，生徒

がエキスパート活動，ジグソー活動，クロスト

ークを経ながら自分の考えを深めていく学習方

法であると捉えている。本校は，昨年度より取

り組みつつあったが，今年度からは浜田市教育



委員会の研究指定校となり，この知識構成型ジ

グソー法に取り組むことで，生徒の関わり合い

を生み出しながら対話を重ね，また，考え方や

学び方を学びながら，一人一人の学びを深めさ

せていくことをねらって実践を重ねてきている。 

（２）ICTを活用することで，情報の「整理・分

析」を可視化・共有化し，的確な「まとめ・表

現」につなげる。 

新中学校学習指導要領第 1 章総則第３の１

（２）には，学習の基盤となる資質・能力を育

成していくためには，「情報活用能力の育成を図

るため，各学校において，コンピュータや情報

通信ネットワークなどの情報手段を活用するた

めに必要な環境を整え，これらを適切に活用し

た学習活動の充実を図ること。（中略）教育機器

などの教材・教具の適切な活用を図ること」と

あり，第２章各教科においても，「コンピュータ

などの情報手段を用いる」ことが記されている。 

本校では，前述したシンキング・サイクルに

おいて，生徒の考えの根拠をはっきりと示すた

めに，タブレット PCを活用しながら，根拠とな

る資料を蓄積し，情報の「整理・分析」を可視

化・共有化し，的確な「まとめ・表現」につな

げることをめざしている。現在は，エキスパー

ト活動やジグソー活動においてタブレット PC

で図書資料等から必要な情報を画像で撮影して

話し合いを行ったり，最後のクロストークでの

発表の根拠として投影して使ったりしている。

しかし，現在の ICT環境ではネットワークを使

った各班の資料の共有化や，発表資料の関連付

け等が十分の行えないため，シャープマーケテ

ィングジャパン（株）ビジネスソリューション

社の協力を得て，試験的に導入し２学期以降で

実践を行うことで，生徒の情報活用能力を高め

ていく予定である。 

（３）学校図書館活用教育をすることで，複

数の図書資料から必要な情報を収集する力を高

める。 

新学習指導要領第 1章総則第３の１(7)には，

「学校図書館を計画的に利用しその機能の活用

を図り，生徒の主体的・対話的で深い学びの実

現に向けた授業改善に生かすとともに，生徒の

自主的，自発的な学習活動や読書活動を充実す

ること」と記されている。島根県は学校図書館

の重要性を認識し，全国に先駆けて「人のいる

学校図書館」の実現を図り，学校司書の配置に

ついて市町村に対して財政支援を行っている。

これにより，島根県内公立小中高等学校におけ

る学校司書配置状況は実質 100％（※平成 28年

４月１日現在）となっている。学校図書館を活

用することで，生徒の読書活動の推進と情報活

用能力の育成を図ることを目的とし，県主催の

研修の他，浜田市教育委員会も浜田市調べ学習

コンクールや学校司書への研修会実施等，積極

的に学校図書館活用教育を推進してきている。 

本校においても，学校司書が配置され，司書

教諭と共に学校図書館の運営はもとより，協調

学習を実施する授業担当者と事前に教材研究や

打ち合わせを行い，生徒が資料として使用する

図書資料の収集やパスファインダーの作成，授

業中に生徒への情報活用のポイントを助言する

など重要な役割を担っている。これにより生徒

は複数の資料から必要な情報を見つけ出し，自

分たちの考えの根拠とする学習活動を繰り返し

行うことで，情報活用能力の育成を図っている。 

図１ シンキング・サイクルと学校図書館活用

ICT活用のイメージ図 

 

３ 実際の取組 社会科での実践 

 本校では，昨年度より，国語科，社会科，英

語科において協調学習に取り組んできた。特に

社会科においては，今年度 1 学期現在までに計

21 回，複数学年において実践を重ねてきた。 

本稿では社会科の実践を取り上げる。社会科



担当の清本教諭は現在東京大学 Corefの協調学

習研究推進員でもあり，歴史分野と地理分野両

方で実践している。当初は，協調学習の先行事

例をそのまま活用していたが，筆者（校長）が

学校教育中期目標に掲げる生徒像に迫るために

は，協調学習という舞台で，ICT や学校図書館

を活用した学習の過程を組み込むことで，より

生徒の情報活用能力や課題発見・解決能力の育

成が図れると考え，清本教諭に助言を行い，そ

の結果，ICT や学校図書館を活用した実践を重

ねることになった。 

協調学習を実施する際の課題設定については，

生徒が探究意欲をもち，また，ジグソー活動や

クロストークの際に対話が活発に行われ且つ考

えが深まることをねらって工夫を重ねた。その

結果，現在までのところ次の５つのパターンが

できてきた。以下に示す。 

〇「３項対立」パターン 

Ａ・Ｂ・Ｃのうちどれが最も影響力があった

かを決める。 

〇「３項対立」パターン ver.2 

４つの改革をＡ・Ｂ・Ｃそれぞれの分野で順

位付けし，結果的にどの改革がもっとも成果が

あったかを決める。 

〇「分け合い」パターン 

Ａ・Ｂ・Ｃにそれぞれ何ポイントずつ配分す

るかを決める。 

〇「解決」パターン 

Ａ・Ｂ・Ｃのすべての情報を統合し与えられ

た課題を解決する。 

〇「付け加え」パターン 

Ａ・Ｂ・Ｃのすべての情報を統合し，更に原

因をもう一つ付け加える。 

 以下に，「解決パターン」で実施した２つの実

践について記載する。 

 実践１「近代日本と世界 第二次世界大戦」 

学習のねらい 

ドイツを中心に第二次世界大戦勃発の原因を

探ることで，戦争回避の最終的なポイントを多

角的な視点から判断しその理由を説明できる。 

課題の設定 

ドイツが始めた戦争…止めるならどこが「最

終ポイント」なのかを考えよう。 

○３つのエキスパートから，なぜドイツが戦

争を起こしてしまったのかを話し合う。 

○ジグソー活動ではエキスパートからの情報

を統合して，ドイツが戦争を起こすのを止めら

れたであろう最終ポイントを多角的な視点から

話し合って決める。 

図２ 授業での生徒への説明プレゼンの一部 

 

 写真１ 学校司書による情報取出しの工夫に

ついての説明場面 

 

写真２ 授業の様子 

 

実践２「なぜ江戸時代は２６０年間も続いた

のか」 



学習のねらい 

江戸幕府による身分制度の確立および諸

産業や流通の発達に関する資料を示しなが

ら，自分の考えや判断の根拠を表現すること

ができるとともに，適切な資料を選び，読み

取ることができる。 

課題の設定 

 なぜ江戸時代が 260年間も続いたのかを考

えよう。 

○３つのエキスパートで，それぞれの学習課

題を話し合う。 

Ａ：身分制度の確立 Ｂ：諸産業の発展 Ｃ：

流通の発展 

○ジグソー活動ではエキスパートからの情報

を統合して多角的な視点から話し合い，江戸幕

府が長寿幕府として安定した理由をプレゼンに

まとめる。 

写真３ 授業の様子 

 

４ 成果 

 平成 30 年度の全国学力学習状況調査の生徒

質問紙結果から，本校生徒が話し合い活動によ

り考えを深めたり，広げたりできているとする

肯定的な回答結果が出ている。（グラフ１） 

グラフ１ 

 

 また，考えを発表する上での情報活用能力に

関する質問項目についても肯定的な回答結果で

あった。（グラフ２） 

グラフ２ 

 

 次に，複数の資料より必要な情報を取り出し

ながら活用する国語Ｂ問題の結果において，全

国平均正答率を 5、8ポイント上回った。 

これらの結果は，昨年度から取り組みつつあ

る協調学習や ICT活用，学校図書館活用の成果

が表れつつあると捉えている。 

授業担当者は，ジグソー活動の際に，生徒の

発言の中に重要なキーワードが事前に指導して

いなくても出てくる点や，お互いに説明を求め，

食い下がっていく姿に手ごたえを感じている。 

さらに，この取組により，生徒が課題を解決

する際に，この実践を通じて学んだ手法（例え

ば，思考ツールを用いたり，プレゼンの際の工

夫をしたり等）を教員が指示しなくても自分た

ちで用いるなど，教科を越え学習の基盤として

資質・能力が育ちつつある様子がうかがえる。 

５ 今後の課題 

 ・評価…評価のための各活動での生徒の活動

記録の取り方やルーブリックの設定等 

・実践を重ねるごとに次時の授業につながる 

ような授業研究の在り方 

・他教科での協調学習の実践 
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